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(百万円未満切捨て)

１．2023年８月期第２四半期の連結業績（2022年９月１日～2023年２月28日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年８月期第２四半期 1,028 △9.0 30 △74.5 25 △77.1 18 △80.7

2022年８月期第２四半期 1,130 26.2 120 － 113 － 93 －
(注) 包括利益 2023年８月期第２四半期 18百万円( △80.8％) 2022年８月期第２四半期 94百万円( 846.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年８月期第２四半期 1.80 －

2022年８月期第２四半期 9.31 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年８月期第２四半期 2,500 1,328 53.1

2022年８月期 3,006 1,355 45.1
(参考) 自己資本 2023年８月期第２四半期 1,328百万円 2022年８月期 1,355百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年８月期 － 0.00 － 4.50 4.50

2023年８月期 － 0.00

2023年８月期(予想) － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

当社は定款において第２四半期末日及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配
当予想額は未定であります。

３．2023年８月期の連結業績予想（2022年９月１日～2023年８月31日）
連結業績予想に関する序文

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,150 △2.4 150 △22.6 140 △23.0 95 △38.2 8.41
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

2023年８月期の通期業績見通しは、各事業の見通しに基づき予測する数値となっております。各事業の進捗並びに業
績に与える影響を精査の上、当該連結業績予想に変更が生じた際は、速やかに訂正・開示いたします。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年８月期２Ｑ 11,300,000株 2022年８月期 11,300,000株

② 期末自己株式数 2023年８月期２Ｑ 1,221,077株 2022年８月期 1,221,077株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年８月期２Ｑ 10,078,923株 2022年８月期２Ｑ 10,078,923株
　
　

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載される業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提条件に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではございません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がございます。業績予想の前提となる条件及び業績のご利用に当た
っての注意事項等に関しては、添付資料「１．経営成績・財務状態に関する分析」をご覧ください。

　

　　



株式会社メディア工房(3815) 2023年８月期 第２四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………2

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………2

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………5

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………9

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………10

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………10

（収益認識関係） ………………………………………………………………………………………11

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………11

　



株式会社メディア工房(3815) 2023年８月期 第２四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として新型コロナウイルス感染症の影響はあるものの、

行動制限の緩和等により社会経済活動に回復の兆しが見受けられました。しかしながら、長期化するウクライナ情

勢等により物価上昇が継続するほか、長期金利の許容変動幅拡大により急激に進行した円安の流れに変化が生じる

等、国内外において先行き不透明な状況が続いております。

このような情勢の中、当社グループは、既存事業における収益の維持・拡大、SNS事業における新規サービスの企

画・開発並びに顧客獲得に注力してまいりましたが、ISP各社における占いコンテンツの配信停止等による影響を補

うに至らなかった他、SNS事業における売上が僅少に留まっていることから、売上・利益ともに前年同期比で減少い

たしました。なお、売上減少による影響の他、SNS事業の新規サービス開発費や会員制インドアゴルフ店舗の運営費

が、営業利益を押し下げる要因となっております。

当社グループでは、新たな収益の柱の育成は重要な課題であると認識し、当第２四半期連結累計期間以降におい

ても、SNS事業の他、更に新たなサービスの開発を行っておりますが、これら新規事業に係る費用は必要投資である

と考え、今後も継続的に発生する見込みであります。

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,028百万円(前年同期比9.0％減)、

営業利益30百万円(前年同期比74.5％減)、経常利益25百万円(前年同期比77.1％減)、親会社株主に帰属する四半期

純利益18百万円(前年同期比80.7％減)となりました。

セグメントごとの取組み内容及び経営成績は、以下のとおりであります。

① デジタルコンテンツ事業

デジタルコンテンツ事業においては、自社Webサイト、ISP、各移動体通信事業者及びApple や Google 等のプ

ラットフォーム向けに占い鑑定や女性に向けた記事コンテンツを企画・制作・配信する、１対N向けのサービスを

行っております。当第２四半期連結累計期間においては、ISP各社における占いコンテンツの配信停止・縮小の

他、新規コンテンツの不調及び既存コンテンツの長期運用に伴う売上減少傾向が収益に影響いたしました。これ

に対し、現在当社では、組織体制を含めた制作・運用体制の見直しをすすめております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるデジタルコンテンツ事業の売上高は634百万円(前年同期比

11.0％減)、営業利益230百万円(前年同期比19.2％減)となりました。

② One to One 事業

One to One 事業においては、ユーザーと占い師をはじめとするキャストを電話等で直接結び付ける、双方向の

やり取りを特徴とした１対１向けのサービスを行っており、サービスの内容は「占い」と「非占い」の二つに分

類されております。当第２四半期連結累計期間においては、占いサービスの提供先プラットフォームの方針が影

響し、前年同期で収益が減少いたしました。これに対し、業務効率の最適化により収益拡大を図るため、サービ

スシステム及び管理システムの改修等を進めておりますが、当第２四半期連結累計期間においては、管理システ

ムの開発が完了し、減価償却を開始しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるOne to One 事業の売上高は391百万円(前年同期比3.6％減)、

営業利益47百万円(前年同期比20.9％減)となりました。

③ XR 事業

XR 事業においては、自社独自開発のリアルタイム実写立体動画撮影技術「SUPERTRACK」を活用した撮影サービ

ス、コンテンツ制作の受託の他、他企業とのIPアライアンス等を推進しております。当第２四半期連結累計期間

においては、第１四半期に引き続き、全社リソースの配分を勘案した結果、開発人員をSNS事業の新規サービス開

発に投入したことから、XR事業としては売上獲得に至らず営業損失を計上しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるXR事業の売上高は－百万円(前年同期は売上高0百万円)、営業

損失8百万円(前年同期は営業損失6百万円)となりました。

④ SNS 事業

SNS 事業においては、ソーシャルプラットフォーム企画・運営及び株式会社LoungeRange（本社：東京都品川区

代表取締役：古川 真一）とのフランチャイズ契約に基づく会員制インドアゴルフの店舗運営を行っております。
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当第２四半期連結累計期間においては、フォトグラメトリー技術による仮想共同空間を搭載した団体性マッチ

ングアプリ「OneRoof」の改修、新規サービスとなるゴルフSNS「CarryGo！」の開発及びインドアゴルフにおける

会員獲得注力してまいりました。

「OneRoof」及び「CarryGo！」がそれぞれ改修・開発時期であることから売上は軽微となり、現時点において

は、営業損失を計上しております。なお、「CarryGo！」開発費はソフトウェア仮勘定に計上しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるSNS事業の売上高は1百万円(前年同期比85.3％減)、営業損失

69百万円(前年同期は営業損失63百万円)となりました。

⑤ その他

当社グループは、2020年８月期から2021年８月期にかけて、事業の選択と集中のため、ゲームコンテンツ事業

及びインバウンド・アウトバウンド事業から撤退しておりますが、一部については取引等を継続しております。

当第２四半期連結累計期間において発生したこれらの撤退事業に関連する取引等の売上については、一括して

「その他」セグメントとして区分し、計上しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるその他の売上高は1百万円(前年同期比51.8％減)、営業損失4

百万円(前年同期は営業損失4百万円)となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の当社グループの財政状況は以下のとおりです。

なお、資本の財源及び資金の流動性にかかる情報については、当第２四半期連結累計期間において、重要な変更

等はございません。

（資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して506百万円減少し、2,500百万円とな

りました。

これは主に、現金及び預金の減少504百万円、売掛金の減少24百万円及び無形固定資産の増加29百万円によるも

のです。

資産の内訳は、流動資産2,193百万円、有形固定資産36百万円、無形固定資産63百万円及び投資その他の資産

206百万円となっております。

（負債の状況）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して478百万円減少し、1,171百万円とな

りました。

これは主に、1年内返済予定の長期借入金の返済199百万円及び長期借入金の返済282百万円によるものです。

負債の内訳は、流動負債843百万円、固定負債328百万円となっております。

（純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末と比較して27百万円減少し、1,328百万円とな

りました。

これは主に、利益剰余金の減少27百万円によるものです。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して504百万円減少し、

1,880百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各活動によるキャッシュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は以下のと

おりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、60百万円の収入(前年同期は189百

万円の収入)となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益25百万円及び売上債権の減少24百万円による

ものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、37百万円の支出(前年同期は10百万

円の支出)となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出36百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　



株式会社メディア工房(3815) 2023年８月期 第２四半期決算短信

4

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、527百万円の支出(前年同期は525百

万円の支出)となりました。これは主に長期借入金の返済による支出482百万円及び配当金の支払い44百万円によ

るものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループは、４つの事業に経営資源を集中し、デジタルコンテンツ事業及びOne to One 事業を中心として安

定的かつ長期的な収益を確保すると同時に、成長事業に積極的かつ継続的な投資を行うことで経営の多角化を推進

し、業績及び時価総額の向上に努めてまいります。

また、財務面に関しましては、これまで同様、資産の透明性を確保し、新規事業への挑戦を安定した内部留保に

よって下支えする健全な経営を行う考えであります。

なお、各事業別の見通し及び2023年８月期の通期業績見通しにつきましては、2022年10月７日の「2022年８月期

決算短信」で公表しました通期業績予想に変更はありません。これらの数値は、各事業の見通しに基づき予測する

数値となっております。従って、新規事業の進捗に変更がある場合、利用ユーザー数が大幅に見込みを上回る若し

くは下回る場合又は当社グループ事業に関連する法令が改正されあるいは情勢が変化した場合、変動する可能性が

あります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,384,111 1,880,079

売掛金 287,102 262,266

商品 68 -

仕掛品 9,796 9,698

貯蔵品 326 313

その他 35,728 41,610

貸倒引当金 △737 △548

流動資産合計 2,716,395 2,193,419

固定資産

有形固定資産 42,546 36,233

無形固定資産 34,103 63,866

投資その他の資産

敷金及び保証金 93,001 92,803

その他 120,289 113,927

貸倒引当金 △235 △235

投資その他の資産合計 213,055 206,495

固定資産合計 289,706 306,596

資産合計 3,006,101 2,500,016

負債の部

流動負債

買掛金 57,203 53,187

1年内返済予定の長期借入金 799,748 599,948

未払費用 43,649 40,130

未払法人税等 11,722 7,579

未払消費税等 18,317 3,437

その他 109,139 139,368

流動負債合計 1,039,781 843,652

固定負債

長期借入金 610,894 328,170

固定負債合計 610,894 328,170

負債合計 1,650,675 1,171,822
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 451,459 451,459

資本剰余金 422,578 422,578

利益剰余金 996,518 969,295

自己株式 △514,204 △514,204

株主資本合計 1,356,352 1,329,129

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △926 △935

その他の包括利益累計額合計 △926 △935

純資産合計 1,355,426 1,328,194

負債純資産合計 3,006,101 2,500,016
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年９月１日
　至 2022年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年９月１日
　至 2023年２月28日)

売上高 1,130,175 1,028,248

売上原価 554,390 501,055

売上総利益 575,785 527,193

販売費及び一般管理費 455,706 496,562

営業利益 120,078 30,631

営業外収益

受取利息 13 11

その他 23 235

営業外収益合計 37 247

営業外費用

支払利息 6,268 4,903

その他 416 26

営業外費用合計 6,685 4,929

経常利益 113,430 25,948

税金等調整前四半期純利益 113,430 25,948

法人税、住民税及び事業税 26,118 2,190

法人税等調整額 △6,521 5,625

法人税等合計 19,596 7,816

四半期純利益 93,833 18,132

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,833 18,132
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年９月１日
　至 2022年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年９月１日
　至 2023年２月28日)

四半期純利益 93,833 18,132

その他の包括利益

為替換算調整勘定 398 △9

その他の包括利益合計 398 △9

四半期包括利益 94,232 18,122

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 94,232 18,122
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年９月１日
　至 2022年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年９月１日
　至 2023年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 113,430 25,948

減価償却費 39,222 15,375

貸倒引当金の増減額（△は減少） △230 △189

受取利息 △13 △11

支払利息 6,268 4,903

売上債権の増減額（△は増加） 48,745 24,836

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,291 178

仕入債務の増減額（△は減少） △5,342 △4,015

未払金の増減額（△は減少） 13,107 21,099

未払費用の増減額（△は減少） △4,729 △3,518

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,518 △11,605

その他 △546 △1,287

小計 203,684 71,714

利息及び配当金の受取額 13 11

利息の支払額 △5,181 △4,723

法人税等の支払額 △9,166 △6,296

営業活動によるキャッシュ・フロー 189,350 60,705

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,466 △665

無形固定資産の取得による支出 △9,322 △36,609

その他 300 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,488 △37,274

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △525,848 △482,524

配当金の支払額 - △44,895

財務活動によるキャッシュ・フロー △525,848 △527,419

現金及び現金同等物に係る換算差額 73 △44

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △346,912 △504,032

現金及び現金同等物の期首残高 2,408,430 2,384,111

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,061,517 1,880,079
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年９月１日　至 2022年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

デジタルコ

ンテンツ

事業

One to One

事業

XR

事業

SNS

事業
計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
712,769 406,312 10 8,358 1,127,451 2,724 1,130,175 － 1,130,175

外部顧客への売上

高
712,769 406,312 10 8,358 1,127,451 2,724 1,130,175 － 1,130,175

セグメント間の

内部売上高又は振

替高

－ － － － － － － － －

計 712,769 406,312 10 8,358 1,127,451 2,724 1,130,175 － 1,130,175

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
284,856 59,797 △6,865 △63,847 273,941 △4,837 269,103 △149,024 120,078

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゲーム事業などの事業を含んで

おります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額△149,024千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用149,024千円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年９月１日　至 2023年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

デジタルコ

ンテンツ

事業

One to One

事業

XR

事業

SNS

事業
計

売上高

顧客との契約から

生じる収益
634,127 391,581 － 1,226 1,026,934 1,314 1,028,248 － 1,028,248

外部顧客への売上

高
634,127 391,581 － 1,226 1,026,934 1,314 1,028,248 － 1,028,248

セグメント間の

内部売上高又は振

替高

－ － － － － － － － －

計 634,127 391,581 － 1,226 1,026,934 1,314 1,028,248 － 1,028,248

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
230,140 47,292 △8,454 △69,301 199,676 △4,482 195,194 △164,563 30,631

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゲーム事業などの事業を含んで

おります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額△164,563千円には、各報告セグメントに配分していない

全社費用164,563千円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

（重要な後発事象）

（多額な資金の借入）

　 当社は、以下のとおり借入れを行っております。

（１）使途

　 長期運転資金

（２）借入先の名称

株式会社三井住友銀行ほか３金融機関

（３）借入金額

600,000千円（内599,948千円は１年内返済予定の長期借入金に係る返済資金に充当いたします。）

（４）借入条件

市場金利等を参考にして決定されております。

（５）借入実行日

2023年３月31日

（６）借入期間

３年

（７）担保提供資産又は保証の内容

無

　


